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木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
！

い
つ
か
来
る
そ
の
日
に
備
え
て

木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
現
状

　

平
成
25
年
に
公
表
さ
れ
た
第
4
次
地
震

被
害
想
定
で
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に

お
け
る
磐
田
市
の
震
度
分
布
は
、
大
半

（
84
・
5
％
）
が
、
最
大
震
度
の
震
度
7
で

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。（
左
図
）

　

旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

の
耐
震
化
は
急
務
で
す
が
、
市
内
で
耐
震

化
が
必
要
な
木
造
住
宅
は
、
約
１
万
戸
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
た
に
３
つ
の
助
成

制
度
を
設
け
、
地
震
対
策
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
（
西
庁
舎
2
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
9
9

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

33

－

2
0
5
0

■
各
助
成
制
度
の
対
象

　

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
の
基
準
（
旧

耐
震
基
準
）
に
よ
り
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

※
制
度
ご
と
に
条
件
が
あ
り
ま
す

補
助
金
増
額
（
平
成
29
年
度
限
定
）

　

補
強
設
計
に
基
づ
き
、
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
す
る
場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
条
件

　

耐
震
診
断
で
耐
震
性
能
が
基
準
に
満
た

な
い
（
評
点
1
・
0
未
満
）
と
判
定
さ
れ

た
木
造
住
宅

▼
補
助
金
額

　
　

一
般
世
帯　
　
　

45
～
75
万
円

　
　

高
齢
者
等
世
帯　

65
～
95
万
円

※
耐
震
化
促
進
P
R
へ
の
協
力
が
条
件

新
規
（
平
成
29
～
31
年
度
限
定
）

　

耐
震
化
が
必
要
な
木
造
住
宅
の
建
て
替

え
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
、
解
体
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
条
件

　

耐
震
診
断
で
倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
（
評

点
0
・
7
未
満
）
と
判
定
さ
れ
た
木
造
住
宅

▼
補
助
金
額

　

対
象
工
事
費
の
23
％
以
内

　
　
　

一
般
世
帯　
　
　

最
大
30
万
円

　
　
　

高
齢
者
等
世
帯　

最
大
50
万
円

～耐震補強工事実施者の声～
　施工から３週間余り、期待以上の補強が
できました。自分だけでなく地域の皆さん
にも迷惑を掛けない、そういう安心を得ら
れたことが何よりです。

▲熊本地震で倒壊した木造住宅

< 施工例 > 壁の補強
○筋かいによる補強　 ○構造用合板による補強

筋かい
構造用合板

出典：静岡県「第 4 次地震被害想定結果」（陸側ケース）

磐田市震度分布

○震度階級
■震度 7
■震度 6 強

❶
木
造
住
宅
の
耐
震
化
の
補
助

❷
木
造
住
宅
の
解
体
の
補
助
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問
建
築
住
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課
（
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庁
舎
2
階
）
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平
成
29
年
度
か
ら
3
年
間
に
限
り

空
き
家
の
解
体
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
住
環
境
の
向
上
と
新
た
な
土
地

活
用
を
促
進
す
る
た
め
、
再
利
用
が
困
難
な

空
き
家
の
解
体
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

　
▼
対
象
と
な
る
空
き
家

・
空
家
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
「
特

定
空
家
」

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
、

「
危
険
空
き
家
」
と
判
定
し
た
木
造
住
宅

※
「
特
定
空
家
」「
危
険
空
き
家
」
は
、
市

が
現
地
調
査
に
よ
り
判
定
し
ま
す

▼
対
象
と
な
る
事
業

　

空
き
家
お
よ
び
付
属
す
る
門
や
塀
、
樹

木
な
ど
を
解
体
・
撤
去
し
、
更さ

ら

地ち

に
す
る

工
事

▼
補
助
額

　

対
象
工
事
費
の
2
分
の
1
以
内
で
、
限

度
額
は
50
万
円

▼
税
額
の
減
免

　

解
体
の
時
点
で
「
住
宅
用
地
特
例
」
の

適
用
を
受
け
て
い
る
場
合
に
限
り
、
土
地

の
固
定
資
産
税
な
ど
を
、
解
体
後
3
年
間

「
特
例
」
を
受
け
た
場
合
と
同
等
と
な
る
よ

う
減
免
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
の

3
年
間

▼
問
い
合
わ
せ

申
込
・
制
度
に
関
す
る
こ
と

　

建
築
住
宅
課
（
西
庁
舎
2
階
）

税
額
の
減
免
に
関
す
る
こ
と

　

市
税
課
（
本
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8-

37-

4
8
0
9

FAX
0
5
3
8-

33-

7
7
1
5

新
規
（
平
成
29
～
31
年
度
限
定
）

　

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
を
行
う
場
合
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
と
は
、
木
造
住
宅
の
１
階
に
木
材

や
鉄
骨
で
強
固
な
箱
型
の
空
間
を
つ
く
り
、

居
住
者
の
安
全
を
確
保
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
条
件

　

耐
震
診
断
で
耐
震
性
能
が
基
準
に
満
た

な
い
（
評
点
1
・
0
未
満
）
と
判
定
さ
れ

た
木
造
住
宅

▼
補
助
金
額

　

設
置
費
の
2
分
の
1
以
内

　
　
　

一
般
世
帯　
　
　

最
大
15
万
円

　
　
　

高
齢
者
等
世
帯　

最
大
25
万
円

▲設置イメージ

▲倒壊実験後の様子

○
空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

空
き
家
は
急
速
に
老
朽
化
が
進
み
ま
す
。

管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は
、
風
が
通

ら
な
い
た
め
に
カ
ビ
が
発
生
し
た
り
、
衛

生
上
有
害
と
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
不
審
者
の
侵
入
や
放
火
な

ど
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。
空
き
家
を
所
有

さ
れ
て
い
る
方
は
、
適
正
な
管
理
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

○
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す

　

市
と
磐
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
「
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ

の
協
定
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
所
有
者
な
ど
と
契
約
を
結
び
、
見
回
り

や
敷
地
内
の
除
草
作
業
な
ど
、
空
き
家
の

管
理
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

磐
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎

37-

0
0
5
5
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
中
古
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
を
助
成

　

市
で
は
、
新
た
に
購
入
し
た
中
古
住
宅

を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
耐
震
補
強

工
事
の
補
助
制
度
と
合
わ
せ
て
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
建
築
住
宅

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
4
月
24
日
㈪
～
8
月
25
日
㈮
に
西
庁
舎

玄
関
ホ
ー
ル
で
実
物
を
展
示
し
ま
す

・
緊
急
輸
送
路
沿
道
の
建
物
に
対
す
る
耐
震

補
強
計
画
・
補
強
工
事
の
助
成
制
度

・
道
路
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
・

改
善
に
対
す
る
助
成
制
度

・
防
災
ベ
ッ
ド
設
置
に
対
す
る
助
成
制
度

❸
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の
補
助

そ
の
他
の
地
震
対
策
に
係
る
助
成
制
度
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問
環
境
課
（
西
庁
舎
1
階
）
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市
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
を
図
る
た
め
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導
入
す
る
市
民
の

方
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
奨

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象

　

市
内
居
住
者
が
、
そ
の
所
有
す
る
住
宅

に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
ま
た
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
に
要
し
た
経
費

▼
支
給
条
件

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

▼
受
付
開
始
日

5
月
1
日
㈪　

午
前
８
時
30
分
か
ら

▼
申
し
込
み

　

支
給
申
請
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
環
境
課
へ

（
郵
送
や
各
支
所
で
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

▼
そ
の
他

　

１
世
帯
に
つ
き
対
象
設
備
そ
れ
ぞ
れ
１

基
が
限
度
で
す
。

　

こ
の
奨
励
金
は
本
年
度
の
予
算
内
で
支

給
を
す
る
も
の
で
す
。
受
け
付
け
た
申
請

額
の
合
計
が
予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点

で
受
け
付
け
は
終
了
し
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
普
及
促
進
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す

平
成
29
年
4
月
か
ら

こ
ど
も
医
療
費
が
完
全
無
料
化
し
ま
し
た

問
子
育
て
支
援
課
（
i
プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
9
6

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

4
6
3
1

　

中
学
生
ま
で
の
通
院
・
入
院
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
通
院
１
回
5
0
0
円
、
入
院
１

日
5
0
0
円
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
し
た

が
、
4
月
か
ら
完
全
無
料
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
入
院
時
の
食
事
療
養
費
（
標
準
負

担
額
）
も
市
が
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
■
受
給
者
証
に
つ
い
て

・
3
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
（
白
色
）

を
送
付
し
て
い
ま
す

・
利
用
範
囲
は
県
内
の
医
療
機
関
お
よ
び
薬

局
で
す

・
今
回
送
付
さ
れ
た
受
給
者
証
の
有
効
期
間

は
、
平
成
29
年
9
月
30
日
ま
で
の
半
年
間

で
す
（
9
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を

送
付
す
る
予
定
で
す
）

■
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

・
保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
経
費

　
（
特
定
初
診
料
、
健
診
代
、
予
防
接
種
代
、

入
院
証
明
書
な
ど
の
書
類
作
成
代
な
ど
）

・
交
通
事
故
に
よ
る
け
が

　
（
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
）

・
学
校
や
園
で
の
け
が

　
（
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害

共
済
給
付
を
受
け
る
と
き
）

■
必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
「
適
正
受
診
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・
軽
症
な
方
に
よ
る
休
日
・
夜
間
の
診
療
（
コ

ン
ビ
ニ
受
診
）
が
増
え
る
と
、
救
急
医
療

を
必
要
と
す
る
方
へ
の
対
応
が
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

・
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
中
に
、
自
分
の
判
断

の
み
で
い
く
つ
も
の
病
院
を
受
診
（
は
し

ご
受
診
）
す
る
と
、
検
査
の
重
複
に
よ
る

体
の
負
担
や
薬
の
重
複
に
よ
る
副
作
用
の

危
険
が
あ
り
ま
す

・
普
段
か
ら
気
軽
に
相
談
で
き
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
持
ち
、「
病
気
か
な
」
と
思
っ

た
と
き
の
対
応
や
、
予
防
処
置
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う

○
対
象
設
備
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

　

昨
年
度
の
奨
励
金
か
ら
対
象
設
備
が
大

き
く
変
更
と
な
り
、「
家
庭
用
蓄
電
池
」
が

新
た
に
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
高
効
率
給
湯
器
（
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
）」「
潜
熱
回
収
給
湯
器
（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ
、

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）」「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
給
湯

器
」
は
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は

左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

設置機器 規格 支給金額

住宅用太陽光
発電システム

最大出力が 10kW 未満で住宅の屋根など
に設置し、発電した電気を自家使用し、
余剰電力を売電するシステム 20,000 円

家庭用蓄電池
充電することで蓄えられた電気を分電盤
を通して住宅の内部で用いる蓄電池

住宅用太陽熱
利用システム

住宅の屋根などへ設置した集熱器で太陽
熱エネルギーを集めて、給湯、冷暖房に
利用するシステム（太陽熱温水器など）

10,000 円家 庭 用 コ ー
ジ ェ ネ レ ー
ションシステ
ム付属給湯器

家庭用コージェネレーションシステムに
付属する貯

ちょ

湯
とう

ユニットが組み込まれた給
湯器（エネファーム、エコウィル）

あ
い

夜間や休日に心配になったら・・・
静岡こども救急電話相談を
ご利用ください

　受診したほうが良いかなどの
相談を医師や看護師などが年中
無休で対応します。

局番無しの #8000 へ

利用可能時間など詳しくは、相談
窓口（20 ペ－ジ）をご覧ください。

＜対象設備＞
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大
雨
に
備
え
て
安
心

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す

問
道
路
河
川
課
（
西
庁
舎
2
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
0
8

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

32

－

3
9
4
8

　

近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
わ
れ
る
短
時

間
で
局
地
的
に
降
る
大
雨
や
、
台
風
な
ど

に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
た
め
に

は
、
行
政
の
対
応
と
と
も
に
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
も
自
ら
行
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
大
雨
に
備
え
、
自
分
で

土
の
う
を
作
り
、
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
け

る
場
所
「
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
西

庁
舎
北
側
と
各
支
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

使
い
方

▼
土
の
う
を
作
る
際
は
、
下
記
の
申
請
受

付
場
所
で
申
請
が
必
要
で
す

▼
一
回
の
申
請
に
付
き
、
一
世
帯
当
た
り

土
の
う
20
袋
を
上
限
と
し
ま
す

▼
利
用
費
は
か
か
り
ま
せ
ん

▼
設
置
場
所
を
案
内
し
ま
す
。
各
自
で
土

の
う
を
作
り
、
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い

▼
作
っ
た
土
の
う
の
管
理
や
保
管
は
、
各

自
で
行
っ
て
く
だ
さ
い

▼
安
全
の
た
め
、
荒
天
時
や
夜
間
の
土
の

う
作
り
は
禁
止
し
ま
す

道路河川課 ☎ 0538-37-4808

福田支所地域振興グループ ☎ 0538-58-2370

竜洋支所地域振興グループ ☎ 0538-66-9100

豊田支所地域振興グループ ☎ 0538-36-3150

豊岡支所地域振興グループ ☎ 0539-63-0020

受付時間　午前8時30分～午後5時15分
　　　　　※月～金曜日（祝日、年末年始除く）

申請受付場所・設置場所

問
下
水
道
課
（
福
田
支
所
2
階
）
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平
成
29
年
度

下
水
道
供
用
開
始
区
域
な
ど
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
川
や
海
な
ど
の
水
環
境
を
保

全
し
清
潔
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
下
水
道
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
3
月
31
日
現
在
で
、
約

3
1
5
0
㌶
の
区
域
で
公
共
下
水
道
の
整

備
が
完
了
し
、
処
理
人
口
は
13
万
9
千
人
、

普
及
率
は
81
・
5
％
で
す
。
下
水
道
整
備

が
進
む
に
従
い
、
生
活
排
水
が
流
入
し
て

い
た
河
川
の
水
質
が
改
善
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
。

　

今
年
4
月
1
日
か
ら
、
新
た
に
約
35
・

5
㌶
の
区
域
で
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
新
た
な
区
域
（
供
用

開
始
区
域
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
新
た
に
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域

長
須
賀
、
前
野
、
新
島
、
小
島
、
千
手
堂
、

下
大
之
郷
、中
野
、西
貝
塚
、見
付
、鎌
田
、

加
茂
、
豊
田
、
蛭
池
、
上
野
部
、
下
野
部
、

新
開
、
神
増

※
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
区
域
で
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

浄
化
槽
使
用
者
の
皆
さ
ん
へ

　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

浄
化
槽
法
で
「
浄
化
槽
管
理
者
」
と
さ
れ
、

基
準
に
基
づ
く
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定

検
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
法
定
検
査
は
、
保
守
点
検
・
清
掃

に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
浄
化
槽
か
ら
の

排
水
を
定
期
的
に
検
査
し
、
浄
化
槽
が
正

常
に
機
能
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

▼
3
つ
の
お
願
い

①
保
守
点
検
（
年
３
回
～
４
回
以
上
）

②
清
掃
（
年
１
回
以
上
）

③
法
定
検
査
（
年
１
回
）

※
浄
化
槽
の
処
理
方
式
、
規
模
に
よ
り
回

数
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

災
害
用
携
帯
ト
イ
レ
を
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う

　

被
災
時
、
被
災
者
の
ス
ト
レ
ス
要
因
の

一
つ
と
し
て
ト
イ
レ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

「
仮
設
ト
イ
レ
が
使
用
で
き
ず
に
困
っ
た
」

「
ト
イ
レ
が
不
安
で
水
分
補
給
を
控
え
た
」

と
い
う
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
、
体
調
不
良
な
ど

に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

被
災
時
の
ス
ト
レ
ス
を
少
し
で
も
軽
減

す
る
た
め
に
、
各
家
庭
で
災
害
用
携
帯
ト

イ
レ
の
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

下
水
道
供
用
開
始
区
域

市
H
Ｐ

検
索

▲西庁舎北側に設置された土のうステーション
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光
課
（
西
庁
舎
1
階
）

☎
0
5
3
8

－

37

－

4
8
1
9

ＦＡＸ
0
5
3
8

－

37

－

5
0
1
3

　
「
今
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
情
報
が
い
っ
ぱ

い
だ
け
ど
、
な
か
な
か
手
に
取
り
づ
ら
い
」、

「
も
っ
と
気
軽
に
磐
田
を
知
り
た
い
」。
そ

ん
な
声
に
応
え
、
磐
田
の
魅
力
を
も
っ
と

気
軽
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

今
回
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
テ
ー
マ

は
「
市
民
と
作
る
」
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
。
皆

さ
ん
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
や
磐
田
の
魅

力
を
集
め
、
市
民
も
市
外
の
方
も
楽
し
め

る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ

う
。

　

Ｊ
Ｒ
磐
田
駅
北
側
に
あ
る
天
平
の
ま
ち

3
階
に
あ
る
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
平

成
25
年
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
約
4
年
が

経
ち
ま
し
た
。
学
生
を
中
心
に
、
年
間
の

利
用
者
は
約
10
万
人
に
上
り
、
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
読
書

を
楽
し
む
も
良
し
、
静
か
な
環
境
の
中
で

勉
強
す
る
も
良
し
、
軽
食
を
取
り
な
が
ら

友
達
と
談
笑
す
る
も
良
し
。
ど
な
た
で
も

無
料
で
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
く
つ
ろ
ぎ
・
憩
い
コ
ー
ナ
ー

　

約
3
0
0
0
冊
の
図
書

や
新
聞
、
約
80
誌
の
雑
誌

が
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
雰
囲
気
の
中
で
読
書
な

ど
を
楽
し
め
ま
す
。

●
個
人
学
習
室

　

仕
切
り
が
設
置
さ
れ
た
学
習
机
が
53
席

あ
り
ま
す
。
静
か
な
環
境
で
勉
強
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
ふ
れ
あ
い
交
流
コ
ー
ナ
ー

　

飲
み
物
と
軽
食
の
自
動
販
売
機
9
台
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
軽
飲
食
を
取
り
な
が

ら
会
話
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
憩
い
・
ふ
れ
あ
い
・
学
び
」
の
拠
点

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

市
民
と
作
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

あ
な
た
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
大
募
集
!!

佐藤さん：放課後や休日に利用します。ふれあ

い交流コーナーでは、友達と教え合いながら勉

強ができるので、とても良い環境だと思います。

倉島さん：テスト前に週 3 回程度利用します。

周りに勉強している人がたくさんいると自分も

頑張ろうという気持ちになります。

開場時間 / 平日：午前 9 時

～午後 8 時、土・日曜日、

祝日：午前 9 時～午後 5 時

休館日 / 年末年始（12 月

29 日～ 1 月 3 日）

ところ / 中泉 1-6-16 天平

のまちビル 3 階（左図参照）

問学習交流センター

　☎ 0538-37-4135

磐田市学習交流センター 利用者の声
　磐田北高校 2 年

佐藤ひよりさん（手前）

倉島日菜子さん（奥）

Ｎ

　
　

　

JR 磐田駅

リ
ベ
ー
ラ
磐
田

市
営
駐
車
場

Ｐ
（有料）

磐
田
市

学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　

天
平
の
ま
ち
３
階

Ｐ
（有料）

駐車場入口
駐輪場
（無料）
Ｐ

お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
を
募
集
し
ま
す

　

あ
な
た
が
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
載
せ

た
い
場
所
を
募
集
し
ま
す
。
市
内
の
す
て

き
な
場
所
、
お
も
し
ろ
い
場
所
、
珍
し
い

場
所
な
ど
お
す
す
め
の
ス
ポ
ッ
ト
を
写
真

デ
ー
タ
と
一
緒
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

　

11
月
30
日
㈭
ま
で
に
①
住
所
②
氏
名
③

連
絡
先
④
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
の
名
称
や

場
所
、
説
明
な
ど
を
記
入
の
上
、
写
真

デ
ー
タ
を
添
え
て
磐
田
市
観
光
協
会
の
専

用
ペ
ー
ジ
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
直
接
ま

た
は
郵
送
の
場
合
は
、
磐
田
市
観
光
協
会

（
〒
4
3
8

－

0
0
7
8　

中
泉
1

－

1

－

5
）へ
。

▼
掲
載
に
つ
い
て

　

本
年
度
に
発
行
す
る
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
採
用
さ
れ
た

方
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
な

お
、
掲
載
の
際
に
デ
ー
タ
に
編
集
を
加
え

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
い
た
だ
い

た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
一
切
掲
載
し
ま

せ
ん
。

※
デ
ー
タ
の
使
用
権
は
磐
田
市
観
光
協
会
に

帰
属
し
ま
す

詳
し
く
は
磐
田
市
観
光
協
会
（
☎
33

－

1
2
2
2
月
曜
定
休
）
へ

いいね!

オシャレ

おいしいよ!

おすすめ

問
地
域
づ
く
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応
援
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本
庁
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